
 

 

１ 趣 旨 

１９８２年、『すべての女性が地域の課題を掘り起こし、部落解放を全市民の運動に広め、一切の

差別をなくし、親と子の幸せを守ろう』をテ－マに、第１回草津市部落解放女性のつどいが開催さ

れてから今年で４５回目を迎えます。 

わたしたちは、今日まで、部落差別や女性差別をはじめとする人権課題の解決に向けた取り組み

を重ね、『差別を許さず、一人ひとりの命が守られた社会』の実現をめざしてきました。しかしなが

ら、部落差別は様々な形で今なお残り、教育や就労、結婚等に暗い影を落としています。 

今年は、「部落差別の解消の推進に関する法律（部落差別解消推進法）」の公布・施行から１０年

の節目の年です。この法律は、情報化の進展に伴ってインターネット上で特定の地域を暴露するな

どの新たな形式の部落差別が発生している現状を踏まえ、これらを速やかに解消して差別のない社

会を実現するために制定されました。 

これまでの部落差別の解消に向けた多くの取り組みを振り返り、現状を見つめ直すことは、人権

尊重社会の基盤を築き、あらゆる差別の解消へと繋がるものとなります。 

わたしたちは、部落差別や女性差別が未だ解消されていない社会の在り方や人々の意識をともに

考え、差別をなくす取り組みや、差別をなくすための仲間づくりを進めていく必要性を強く感じて

います。 

そこで、部落差別、女性差別をなくす様々な学びや気づきから、具体的な行動に移すことを目的

に、第４５回草津市部落解放女性のつどいを開催します。 

２ 主 催 者 

草津市部落解放女性のつどい実行委員会、草津市、草津市同和教育推進協議会 

３ 実行委員会構成団体 

草津市更生保護女性会、草津市母子福祉のぞみ会、草津市赤十字奉仕団、部落解放同盟西一支部、

部落解放同盟木川支部、部落解放同盟橋岡支部、部落解放同盟芦浦支部、市内こども園・保育所、

市内小中学校 

４ 後 援 

草津市教育委員会、部落解放同盟草津市協議会、滋賀県人権教育草津研究会、 

草津市人権擁護推進協議会 

５ 集会テーマ 

 

 

６ 開催日時 ２０２６年 １１月 １４日 (土) １３：３０～１６：００ 

７ 開催場所 草津市立草津アミカホール 

８ 内 容 

① 開会行事 挨拶・基調報告 など 

② 実行委員による発表 

・『部落差別解消推進法』の過去・現在・未来 

・エンディング『母は闘わん』 

９ その他 

① 事前申し込みや参加費は不要です。 

② 手話通訳や託児も対応いたします。 ※託児…事前申し込み制:１１月６日(金)まで 

“差別のない未来のために” 

～知ることからなくす行動へ～ 

第４５回 草津市部落解放女性のつどい 開催要項  


